






















































































話し手 性別 属性 使用回数 巻
いしゃ 男 医者 ４ 前編巻之上
いんきょ 男 高齢 １ 前編巻之上
くりのいち 男 盲人 １ 前編巻之下
かきのいち 男 盲人 １ 前編巻之下
くりのいち・かきのいち 男 盲人 １ 前編巻之下
ゆずのいち 男 盲人 １ 前編巻之下
ばゞ 女 高齢 ２ 二編巻之下
かみさま 女 中年（？） ２ 二編巻之下
山出し下女 女 若年（？） ３ 三編巻之下
鬼角 男 俳諧師 ２ 四編巻之上





































































































































































話し手 性別 属性 使用回数 幕場
ケント伯爵 男 伯爵 5 第１幕第１場
リヤ王 男 王 7 第１幕第１・4 場／第２幕第４場
グロースター伯爵 男 伯爵 8
第１幕第１場／第２幕第 4 場／
第３幕第 7 場














































































































































































	 	 　　 ｂ．エヽ何アノ何でごつすて。
	 「ごっす」は、「ございます」が「ござります」「ござんす」を経て生じた形式と考えられている。本稿では
この考えにしたがい、「ごっす」は「ございます」のバリエーションの１つとみなし、「ござる」のバリエー
ションとはみなさない。
７）本稿では、中村通夫の校注による『浮世風呂』（岩波書店）の表記を用いるが、一部、漢字の字体を旧字体
から新字体に改めた。また、表記の都合上、「繰り返し記号」を「 」で表記する。
８）この点は、現代の「忍者」や「武士」キャラクターが用いる「ござる」と異なっている。（３）にあげたよ
うな、『新忍者ハットリくん』に登場する「忍者」キャラクターのハットリくん、和月伸宏の『るろうに剣
心』に登場する「武士」キャラクターの緋村剣心らは、その発話文の多くを「ござる」で終えており、彼
らの人物像は「ござる」を繰り返し使用することによって強く印象づけられていると言える。
９）「山出し下女」にも「ござる」の使用例が３例ある。しかし、これらの「ござる」は「山出し下女」が歌う
歌詞の中に登場するものであり、「山出し下女」自身による発話ではない。そのため本稿では考察の対象と
しない。
10）現代のキャラクターで＜老人語＞と「ござる」を併用するキャラクターとしては、「殿様」のキャラクター
に仕える「老臣」や「老忍」のキャラクターを思い浮かべることができよう。
11）戦後の翻訳を見ると、リヤ王のセリフは丁寧体のスタイルで訳されていない。以下は、福田恆存訳（1967）
『リア王』の（25）のセリフに対応する部分である。
	 	 （ｉ）バーガンディ公、まず公にお尋ねしよう、このフランス王と娘を争う御身から先に。
	 福田は、「ソト」の貴族に対する王のセリフを、尊敬語を用いつつも、文体は普通体のスタイルで訳してい
る。現代の日本語母語話者の多くは、福田訳の方が「王様」キャラクターという人物像と一致すると感じ
ることだろう。これは、「王様」キャラクターの人物像が、近代から戦後にかけて変化した可能性を示唆す
る。
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